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の 力 を 取 り 入 れ る 試 み が な さ れ て い る （ Kidd ，
2008）．『開発と平和を後押しするためのスポーツ

















の 促 進 と い う 期 待 が 持 た れ て い る （ Sport for 














































るスポーツの役 割 が協 調 されている傾 向 にある
（小林，2010）．そのため，既存研究では，どのよ
うな波及効果（”Ripple effect”）がいかにして生じ
ているか（例；Sherry et al, 2017），特定の社会課
題に対して SDP 事業がどのような効果をもたらし
たのか（例；Massey et al, 2015）というプログラムを
主眼に置いた効果検証が進められてきた．支援
事業の持続性に関する研究では，SDP 事業に従
事 するスタッフやボランティアを調 査 対 象 とし，
SDP の効果的なマネジメントに資する研究がなさ
れている（Marshall and Barry ，2015）． 
しかしながら，そもそも SDP 分野における障害
者 ス ポ ー ツ に 関 す る 学 術 的 蓄 積 は 少 な く

























































































































ラオスは 17 県 1 郡からなる総人口 700 万人弱
のインドシナ半島北部の内陸国であり，農業経済
が中心の国 である（外務 省，online）． ラオスは






























































ラオスにおける実地調査は 2016 年 8 月 24 日
～9 月 3 日の期間に実施した．実地調査は，
ADDP が実施する事業に関与するアクター6 名へ
の半構造化インタビュー，障害者スポーツの活動

























タビュー対 象 の許 可 を得 たうえで録 音 を行 った
（表 1）． 録音したインタビューデータを基に逐語
録を作成した．逐語録の翻訳はラオス語通訳者
に依 頼 した．事 実 誤 認 を防 ぎ，かつこれまでの
ADDP の取組みをすべて網羅しているか，すべて
のインタビューを終えた時点で再度 ADDP 事務

















A) ラオス教育スポーツ省スポーツフォーオール局係長 2016 年 10 月 20 日 
B) ラオス教育スポーツ省スポーツフォーオール局職員 2016 年 8 月 25 日 
C) ラオス教育スポーツ省スポーツフォーオール局職員 2016 年 10 月 22 日 
D) ラオス・ビエンチャン県スポーツ振興局職員 2016 年 10 月 22 日 
E) ラオス・ルアンパバーン県スポーツ振興局職員 2016 年 10 月 22 日 
F) LPC 副委員長 2016 年 8 月 26 日 
G) 現地 ADDP スタッフ 2016 年 8 月 31 日 
H) 盲学校教員/ブラインドスポーツアシスタントコーチ 2016 年 8 月 29 日 
I） LDPA 職員/車椅子バスケットボールプレイヤー 2016 年 8 月 30 日 






































表 2．援助者としての ADDP の役割 




知識の提供者 実践知識，ノウハウの提供 スポーツ技術の指導，研修の実施など 







   



















対象 役割 具体的事業 内発的行動 
個人 障害者スポーツ競技者 



































招 聘 した障 害 者 スポーツ振 興 セミナーの開 催
にあたるナレッジ提供 
政 府 主 導 の全 国 障 害 者
スポーツ大会の恒常開催
障 害 者 スポーツに関 わる
公的人材の拡充 





















































































































なかった．現状として LPC は業務遂行上 ADDP
のサポートを必要としており，またラオス国内にお






















国障害者スポーツ大会は，2012 年に ADDP が





































































































































































































が強くなっている（Organisation for Economic Co-


























































































 特定非営利活動法人 NPO アジアの障害者活
動 を 支 援 す る  (ADDP) http://www.addp.jp/
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